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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第２四半期の業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日）
（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第２四半期 3,678 △11.7 △12 ― △4 ― △41 ―

29年３月期第２四半期 4,167 △7.9 △65 ― △61 ― △116 ―
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第２四半期 △3 32 ―

29年３月期第２四半期 △8 91 ―

　

　
（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第２四半期 4,719 994 21.1

29年３月期 4,773 1,034 21.7

(参考) 自己資本 30年３月期第２四半期 994 百万円 29年３月期 1,034 百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 ― 0 00 ― 0 00 0 00

30年３月期 ― 0 00

30年３月期(予想) ― 0 00 0 00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる

種類株式（非上場）の配当の状況については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。

　

３．平成30年３月期の業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,486 △5.1 54 ― 61 ― 9 ― 0 07

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期２Ｑ 13,599,281株 29年３月期 13,599,281株

② 期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 32,337株 29年３月期 31,937株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 13,567,173株 29年３月期２Ｑ 13,567,344株

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意

事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ

い。
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○種類株式の配当の状況

　普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。

Ａ種優先株式
１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

　29年３月期 ― 0 00 ― 0 00 0 00

　30年３月期 ― 0 00

　30年３月期(予想) ― 0 00 0 00
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢が改善するなど緩やかな回復基調で推移し

ましたが、不安定な海外情勢などの影響も懸念され、景気の先行きは依然として不透明な状況にあります。

当社を取り巻く経営環境におきましても、外食業界は、原材料価格の高騰や、人手不足による人件費の高騰に

加えて、品質管理に対する不安感、業種・業態の垣根を越えた企業間競争が激化するなど、依然として厳しい経

営環境が続いております。

このような環境のもと、当社におきましては黒字体質への転換を早期に果たすべく、集客力の改善、コストの

適正化、および新業態の開発に取組みました。

集客力の改善では、ＤＨＣ（Delicious：マニュアル以上に旨いもの作りにこだわる、Hospitality：ほのぼの

とした温かさの提供、明日への活力の提供、Cleanliness：磨き上げたピカピカの店舗）運動の強化に取組みま

した。同時に「中価格・高品質」・「旨い・綺麗・安心」を商品創作の基本方針とし、ファミリーレストラン

フレンドリーでは「秋の感謝祭」・「肉和膳」、釜揚げ讃岐うどん 香の川製麺では「ごぼうかき揚げ肉玉うど

ん」等を実施し、商品開発と既存商品のブラッシュアップに取組みました。食の安全・衛生管理につきまして

は、引き続き「フレンドリー品質基準」の構築と衛生管理・検査体制を確立し、厳格に運用しております。

コスト削減では、食材原価や販売費および一般管理費の見直しによる適正化を行い、更なるコスト低減に取組

みました。

新業態の開発では、「産直鮮魚と寿司・炉端 源ぺい」９店舗を「海鮮うまいもんや マルヤス水軍」に業態転

換いたしました。

店舗展開につきましては、「和み料理と味わいの酒 つくしんぼう」１店舗を閉店いたしましたので、当第２

四半期会計期間末の店舗数は、前期末比１店舗減少し、76店舗（前年同期比４店舗の減少）となりました。

業態別には、「産直鮮魚と寿司・炉端 源ぺい」24店舗、「ファミリーレストラン フレンドリー」14店舗、

「釜揚げ讃岐うどん 香の川製麺」14店舗、「海鮮うまいもんや マルヤス水軍」９店舗、「和み料理と味わいの

酒 つくしんぼう」９店舗、「新・酒場 なじみ野」３店舗、「団欒れすとらん ボンズ」２店舗、「フレッシュ

フレンドリー」１店舗となっております。

これらの結果、当第２四半期累計期間の業績は、売上高は3,678百万円（前年同期比489百万円の減少）、営業

損失は12百万円（前年同期比53百万円の改善）、経常損失は４百万円（前年同期比56百万円の改善）、四半期純

損失は41百万円（前年同期比75百万円の改善）となりました。店舗数が減少したため、売上高は減少しました

が、損益は、前年同期比で改善いたしました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期会計期間末における総資産は、4,719百万円で前事業年度末比53百万円の減少となりました。主

な要因は、現金及び預金の増加41百万円、建物（純額）の減少43百万円、閉店に伴う差入保証金の返還による減

少50百万円等によるものです。負債合計は3,724百万円で前事業年度末比14百万円の減少となりました。主な要

因は、未払法人税等の減少18百万円、買掛金の減少18百万円、未払金の減少21百万円、未払消費税等の増加37百

万円、店舗閉鎖損失引当金の増加10百万円等によるものです。純資産は四半期純損失等により前事業年度末比39

百万円減少し、994百万円となりました。この結果、当第２四半期会計期間末の自己資本比率は、前事業年度末

比0.6ポイント低下し、21.1%となりました。

　（キャッシュ・フローの状況の分析）

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前事業年度末比41百万円増加し、641百万円

となりました。

当第２四半期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の収支は、減価償却費65百万円、減損損失12百万円等の増加要因に対し、税引前四半期純

損失28百万円、法人税等の支払額27百万円等の減少要因により、27百万円の増加（前年同期比149百万円の改

善）となりました。
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　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の収支は、差入保証金の回収による収入41百万円等の増加要因に対し、有形固定資産の取

得による支出25百万円等の減少要因により、14百万円の増加（前年同期は、88百万円の支出）となりました。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の収支は０百万円の減少（前年同期は、資金の収支はありませんでした）となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成29年５月12日に公表いたしました業績予想につきましては、現時点におきまして変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 599,526 641,066

売掛金 66,785 54,764

商品 40,677 40,290

貯蔵品 1,066 1,066

前払費用 52,670 51,663

その他 8,626 19,973

貸倒引当金 △68 △68

流動資産合計 769,285 808,757

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 717,465 674,416

土地 2,078,991 2,078,991

その他（純額） 91,854 95,633

有形固定資産合計 2,888,311 2,849,041

無形固定資産 40,197 35,669

投資その他の資産

投資有価証券 104,527 106,950

差入保証金 957,210 906,735

その他 15,512 13,873

貸倒引当金 △1,950 △1,840

投資その他の資産合計 1,075,300 1,025,719

固定資産合計 4,003,810 3,910,431

資産合計 4,773,095 4,719,188
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(単位：千円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 208,790 190,060

未払金 255,435 234,017

未払法人税等 63,864 45,432

店舗閉鎖損失引当金 － 10,685

資産除去債務 2,399 8,231

その他 32,069 68,178

流動負債合計 562,560 556,604

固定負債

社債 1,000,000 1,000,000

長期借入金 1,681,843 1,681,843

繰延税金負債 16,501 17,123

再評価に係る繰延税金負債 103,294 103,294

資産除去債務 277,450 270,106

その他 97,158 95,681

固定負債合計 3,176,247 3,168,048

負債合計 3,738,807 3,724,652

純資産の部

株主資本

資本金 4,175,062 4,175,062

資本剰余金 3,258,146 3,258,146

利益剰余金 △5,415,950 △5,457,060

自己株式 △13,536 △13,621

株主資本合計 2,003,722 1,962,526

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 34,804 36,247

土地再評価差額金 △1,004,238 △1,004,238

評価・換算差額等合計 △969,433 △967,990

純資産合計 1,034,288 994,536

負債純資産合計 4,773,095 4,719,188
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 4,167,320 3,678,196

売上原価 1,266,209 1,105,963

売上総利益 2,901,111 2,572,232

販売費及び一般管理費 2,967,035 2,584,524

営業損失（△） △65,924 △12,292

営業外収益

受取利息 1,106 829

受取配当金 1,260 1,299

受取家賃 51,917 50,155

設備賃貸料 10,725 12,654

その他 3,240 2,846

営業外収益合計 68,250 67,785

営業外費用

支払利息 36,697 36,698

賃貸費用 19,408 17,654

設備賃貸費用 5,214 4,639

その他 2,953 1,476

営業外費用合計 64,273 60,469

経常損失（△） △61,947 △4,976

特別利益

固定資産売却益 1,067 －

特別利益合計 1,067 －

特別損失

固定資産除却損 2,328 535

減損損失 4,394 12,253

店舗閉鎖損失 7,891 －

店舗閉鎖損失引当金繰入額 26,838 10,685

特別損失合計 41,453 23,473

税引前四半期純損失（△） △102,333 △28,450

法人税、住民税及び事業税 13,901 13,017

法人税等調整額 695 △356

法人税等合計 14,596 12,660

四半期純損失（△） △116,930 △41,110
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △102,333 △28,450

減価償却費 86,506 65,748

減損損失 4,394 12,253

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） 14,886 10,685

貸倒引当金の増減額（△は減少） △40 △110

受取利息及び受取配当金 △2,366 △2,128

支払利息 36,697 36,698

有形固定資産除売却損益（△は益） △1,010 535

その他の損益（△は益） △39,539 △43,233

売上債権の増減額（△は増加） 9,961 12,020

たな卸資産の増減額（△は増加） △6,037 387

仕入債務の増減額（△は減少） △16,410 △18,730

未払消費税等の増減額（△は減少） △84,473 37,056

その他の資産の増減額（△は増加） 14,659 1,557

その他の負債の増減額（△は減少） △9,139 △35,060

小計 △94,245 49,230

利息及び配当金の受取額 1,287 1,315

その他の収入 65,883 63,920

利息の支払額 △36,426 △36,350

その他の支出 △27,576 △24,303

法人税等の支払額 △31,513 △27,086

法人税等の還付額 438 392

営業活動によるキャッシュ・フロー △122,151 27,117

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △68,959 △25,805

有形固定資産の売却による収入 1,067 －

貸付けによる支出 － △1,090

貸付金の回収による収入 874 507

差入保証金の差入による支出 △7,840 －

差入保証金の回収による収入 12,000 41,220

資産除去債務の履行による支出 △17,168 △165

その他の支出 △8,000 △160

投資活動によるキャッシュ・フロー △88,026 14,507

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 － △85

財務活動によるキャッシュ・フロー － △85

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △210,178 41,539

現金及び現金同等物の期首残高 908,375 599,526

現金及び現金同等物の四半期末残高 698,197 641,066
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

当社は、前期において12期連続の当期純損失となり、平成23年２月より取引金融機関に対して借入金の返済猶予

を要請している状況にあることから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在してお

ります。

当該状況を解消すべく、当社は、株式会社地域経済活性化支援機構（以下、「機構」といいます。）による再生支

援を受けており、事業再生計画の一環として、①既存店舗の集客力の改善、②業態転換による業態の絞り込みと集

中、③コストの適正化、④戦略的な店舗撤退と出店、⑤新業態の開発の５つの施策を柱とし、業績改善を図ってお

ります。

また、当社は機構の再生支援手続の中で、取引金融機関に対する平成31年９月末までの金融債権元本の弁済猶予

を受けており、さらに株式会社りそな銀行による総額５億円のコミットメントライン契約を締結しております。当

社としては、これら施策の実行により、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しておりま

す。
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